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「
定
住
自
立
圏
構
想
」と
は

　

日
本
の
総
人
口
は
、
今
後
30
年
間

で
急
速
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
地
方
圏
に
お
い

て
は
、
都
市
圏
に
比
べ
て
、
急
激
な

人
口
減
少
と
少
子
化
・
高
齢
化
の
進

行
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平

成
20
年
12
月
に
総
務
省
が
制
定
し

た「
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
要
綱
」

に
基
づ
く
構
想
で
す
。
そ
の
内
容

は
、
ま
ず
、
圏
域
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
意
思
を
表
明
し
た
市

（
中
心
市
）
と
、
そ
の
周
辺
に
あ
る

市
町
村（
周
辺
市
町
村
）
が
自
ら
の

意
思
で
、「
一
対
一
の
協
定
」
を
締

結
し
、「
定
住
自
立
圏
」
を
形
成
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、
協
定
を
締
結
し
た
中

心
市
と
周
辺
市
町
村
は
、
そ
の
圏

域
の
中
で
連
携
し
、
役
割
分
担
を

行
い
な
が
ら
、
圏
域
の
住
民
生
活

に
必
要
な
機
能
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

自
然
環
境
、
歴
史
、
文
化
な
ど
の

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
都
市
圏
に
負
け
な

い
魅
力
溢
れ
る
地
方
圏
を
創
り
、

都
市
圏
か
ら
地
方
圏
へ
の
人
口
の

流
れ
を
創
り
出
す
と
と
も
に
、
地

方
圏
か
ら
都
市
圏
へ
の
人
口
の
流

出
を
防
ぎ
、
定
住
を
促
進
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

本
市
を
は
じ
め
、
中
部
圏
域
の

各
町
に
お
い
て
も
、
今
後
30
年
間

で
急
激
な
人
口
減
少
と
少
子
化
・

高
齢
化
の
進
行
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢
化

に
伴
い
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
し
、
魅
力
あ
る
中
部
圏
域

を
創
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
１
市
４
町
が
連
携
・
協

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢
化

の
対
策
と
し
て
、
中
部
圏
域
の
１

市
４
町
が
、
こ
の「
定
住
自
立
圏
構

想
」に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
昨

年
１
月
22
日
に
、
総
務
省
か
ら
本

市
が
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」
の
先

行
実
施
団
体
の
決
定
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
定
住
自
立
圏
構
想

推
進
要
綱
」に
基
づ
き
、
３
月
９
日

に「
中
心
市
宣
言
」
を
行
い
、
中
部

圏
域
に
必
要
な
生
活
機
能
の
確
保

に
つ
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
担

う
意
思
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
市
町
に
お
い
て
協

定
項
目
の
検
討
を
行
い
、
７
月
31

日
に
開
催
し
た「
定
住
自
立
圏
構

想
」推
進
会
議（
首
長
会
議
）で
、
協

定
項
目
の
候
補（
14
項
目
）
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
協
定
項

目
に
基
づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み

を
検
討
す
る
た
め
、
各
市
町
の

職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ（
作
業
部
会
）
を
設
置
し
、

関
係
機
関
、
団
体
な
ど
の
職
員
と

の
意
見
交
換
、
現
場
視
察
を
行
い

な
が
ら
、
検
討
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
12
月
３
日
に
開
催
し

た「
定
住
自
立
圏
構
想
」
推
進
会
議

で
、
本
市
と
各
町
と
の
間
で
締
結

す
る
協
定
項
目（
13
項
目
）
を
合
意

し
ま
し
た
。

協
定
項
目
の
内
容

　

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
推
進
会
議

で
合
意
し
た
協
定
項
目（
13
項
目
）

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
市
と
各
町
と
の
間
で

締
結
す
る
協
定
項
目
は
、「
定
住
自

立
圏
構
想
推
進
要
綱
」
に
基
づ
き
、

３
つ
の
視
点（
生
活
機
能
の
強
化
・

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

　

今
、
中
部
圏
域
の
倉
吉
市
、
三
朝
町
、
湯
梨
浜
町
、
琴
浦
町
、
お
よ
び
北
栄
町
の
１
市
４
町
で
は
、

地
方
圏
に
お
け
る
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し
た「
定
住
自
立
圏
構
想
」の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
と
各
町
と
の
間
で
、「
定
住
自
立
圏
構
想
」に
基
づ
き
連
携
す
る
取
り
組
み（
協
定

項
目
）に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、
こ
の
た
び「
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
書（
案
）」が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
協
定
書（
案
）に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

中部圏域の１市４町で取り組んでいく

「定住自立圏構想」の
協定書（案）がまとまりました。

※問合せ先：総合政策室（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）

▲ ワーキンググループ（教育環境
部会）の様子
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化
・
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

強
化
）ご
と
に
、
少
な
く
と
も
１
つ

以
上
の
項
目
を
規
定
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
生
活
機
能
の
強
化
】

▼ 

認
知
症
に
係
る
支
援
体
制
の
整
備

▼ 

子
育
て
支
援
体
制
の
整
備
、
お

よ
び
充
実

▼ 

鳥
取
県
中
部
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
の
維
持
、
お
よ
び
教
育
相

談
体
制
の
充
実

▼ 

体
育
施
設
の
機
能
の
維
持
、
お

よ
び
強
化

▼ 

広
域
観
光
体
制
の
充
実
、
お
よ
び

強
化
に
よ
る
広
域
観
光
の
推
進

▼ 

企
業
誘
致
の
推
進

【
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
】

▼ 

公
共
交
通
に
係
る
効
率
的
な
運

行
体
系
の
確
立

▼ 

地
産
地
消
の
推
進

▼ 

空
き
家
バ
ン
ク
の
連
携
な
ど
に

よ
る
移
住
の
促
進

▼ 

広
報
活
動
の
連
携
に
よ
る
広
域

的
な
情
報
提
供

【
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

強
化
】

▼ 
合
同
研
修
会
の
開
催

▼ 

専
門
人
材
の
確
保
お
よ
び
活
用

▼ 

人
事
交
流
の
実
施

広
告
募
集
中
!!　

倉
吉
市
総
合
政
策
室

（
あ
２
２
ー

８
１
６
１　

い
２
２
ー

８
１
４
４
）

○中心市が策定

○定住自立圏の将来像や、協定
に基づき推進する具体的取組
を記載

③定住自立圏
　共生ビジョン
③定住自立圏
　共生ビジョン

定住自立圏同士の連携も期待

基本的な生活機能を有する都
市を中心市とする定住自立圏

高次都市機能を有する都市を
中心市とする定住自立圏

連携

定
住
自
立
圏
の
形
成

　中心市（倉吉市）と近接し、経済、

社会、文化または、住民生活などに

おいて密接な関係を有する周辺４町

人口定住のた

めに、必要な生

活機能を確保

するため、役割

分担し、連携し

ていくことを

明示

②
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

②
定
住
自
立
圏
形
成
協
定

①人口：５万人程度以上

（少なくとも４万人超）

②昼夜間人口比率：１以上

（合併市の場合は、人口最大の旧

市の値が１以上も対象とする）

　中心市と連携する意思を有する
周辺市町村の意向を配慮しつつ、地
域全体のマネジメントなどにおい
て、中心的な役割を果たす意思など
を公表（平成２１年３月９日 宣言）

①中心市宣言①中心市宣言

周辺４町
中心市

（倉吉市）

湯梨浜町

琴浦町

北栄町　

三朝町

「定住自立圏の形成に関する協定書（案）」について

ご意見をお寄せください。
　本市と各町との「定住自立圏の形成に関する協定書

（案）」は、本庁舎をはじめ、関金庁舎、各地区公民館、

および本市のホームページでご覧になれます。

■提出方法

　ご意見は、「意見記入用紙」、または住所、お名前、電

話番号を明記した任意の様式により、直接持参、または

郵送、ファックス、電子メールでお寄せください。

　なお、「意見記入用紙」は、次の閲覧・入手場所で入手

できます。

■閲覧・入手場所

総合政策室（本庁舎４階）／支所管理課（関金庁舎１階）／

各地区公民館／倉吉市ホームページ

■募集期限：１月２５日（月）

■提出・問合せ先
倉吉市役所総合政策室（〒６８２―８６１１倉吉市葵町７２２番地／あ

２２―８１６１／い２２―８１４４／E-mail：kikaku@city.kurayoshi.lg.jp）
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特別編

活

動

報

告

　

い
ま
、
東
京
を
拠
点
に
音
楽

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
同

じ
く
鳥
取
県
出
身
の
サ
ッ
ク
ス

奏
者
、
藤
田
淳
之
介
と
一
緒
に

『
門
藤
（
か
ど
ふ
じ
）
』
と
い
う 

ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
、
東
京
を

中
心
に
、
も
ち
ろ
ん
地
元
鳥
取

に
も
頻
繁
に
帰
っ
て
来
て
ラ
イ

ブ
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
！ふ

る
さ
と
へ
の
想
い

　

ふ
る
さ
と
で
の
ラ
イ
ブ
は

や
っ
ぱ
り
格
別
で
、
温
か
い
お

客
様
に
囲
ま
れ
て
の
ア
ツ
い
ラ

イ
ブ
は
、
毎
回
す
ご
く
思
い
出

深
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
ん

な
故
郷
倉
吉
は
、
鳥
取
を
離
れ

て
活
動
し
て
い
て
も
、
い
つ
で

も
自
分
の
心
の
中
に
生
き
て
い

ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
こ
の
地
を
大
切

に
、
今
後
も
地
元
で
の
音
楽
活

動
は
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
で

す
ね
！今

年

の

目

標

　

２
０
１
０
年
は
、
去
年
同
様
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
続
け
る
一
年

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
新

た
な
魅
力
を
伝
え
き
れ
て
い
な

い
と
思
う
の
で
！
早
く
砂
丘
で

野
外
ス
テ
ー
ジ
組
ん
で
、
盛
り

上
が
る
ラ
イ
ブ
を
実
現
さ
せ
た

い
で
す
ね
！

　

今
年
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

▲メジャーデビューアルバム
「アオイホシ」
品番：VICL-63377
価格：￥2,000
発売元： ビクターエンタテ

インメント

▲ライブで演奏する門脇さん

素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と 

を

　
　
　
　
　
　

い
つ
も 

心 

に
・・・

素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と 

を

　
　
　
　
　
　

い
つ
も 

心 

に
・・・

生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
倉
吉

で
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
い
つ
も
自
分

の
姿
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て
い
る

両
親
を
、
で
き
る
限
り
喜
ば
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今

年

の

目

標

　

今
年
の
目
標
は
、
外
国
人
選
手
が

活
躍
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

『
優
勝
』
す
る
こ
と
で
す
。
今
年
は

新
し
い
外
国
人
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
来
る

予
定
な
の
で
、
国
際
担
当
兼
通
訳
と

し
て
、
自
分
の
で
き
る
限
り
日
本
の

良
さ
、
日
本
の
野
球
の
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
季
は
ぜ
ひ
、
倉
吉
か
ら
も
、

甲
子
園
球
場
へ
応
援
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

活

動

報

告

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
、
ピ
ッ
チ
ャ

ー
の
ジ
ェ
フ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、

ス
コ
ッ
ト
・
ア
ッ
チ
ソ
ン
の
２

人
の
通
訳
と
、
球
団
の
国
際
業

務
を
主
に
担
当
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
球
場
で
の
緊
迫
し
た

試
合
の
中
、
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ

両
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
コ
ー
チ
や
野

手
の
間
に
入
っ
て
の
通
訳
は
、

高
校
球
児
と
し
て
甲
子
園
を
目

指
し
た
自
分
に
と
っ
て
、
貴
重

な
経
験
で
あ
り
、
通
訳
と
し
て
、

野
球
人
と
し
て
多
く
を
勉
強
で

き
、
毎
試
合
成
長
で
き
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
自
分
を
信
頼
し

て
く
れ
た
彼
ら
の
活
躍
に
は
非

常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い

　

私
に
と
っ
て
は
、『
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
＝
両
親
へ
の
想

い
』で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
ア

メ
リ
カ
へ
行
か
せ
て
く
れ
た
こ

と
に
、
一
生
恩
を
感
じ
な
が
ら

故
郷 

を
感
じ　

仕
事 

を
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

親 

に
感
謝

故
郷 

を
感
じ　

仕
事 

を
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

親 

に
感
謝

▲

マ
ウ
ン
ド
で
通
訳
す
る
永
田
さ
ん

１９８１年生まれ
山羊座／Ａ型

門
かどわき

脇 大
だいすけ

輔さん
　２００３年にイン

ストゥルメンタルユ

ニット『Ｃｌａｃｋｓ』

でデビュー。解散後

の２００８年には藤田

淳之介（サックス）と

２人で『門藤（かどふ

じ）』を結成。現在は、ソ

ロヴァイオリン奏者、

門脇大輔ストリング

スとしても活躍中。
１９８３年生まれ
牡羊座／Ｂ型

永
な が た

田 俊
としひろ

紘さん
　倉吉西高校卒業後、

アメリカのＰｉｅｒｃｅ 

・Ｃｏｌｌｅｇｅ（ピアー

ス・カレッジ）で英語

力を磨き、帰国後は上

智大学国際教養学部

へ進学。大学卒業と

同時にプロ野球球団

（現在は阪神タイガー

ス）へ入団し、国際業

務担当として活躍中。

※ 今回は、倉吉市出身で
県内外で活躍している
人を取り上げました。


